
野
党
と
の
党
首
会
談
や
、
労
働
組
合
、
学
者
の
会
、

青
年
・
学
生
、
マ
マ
の
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

や
個
人
と
「
提
案
」
に
つ
い
て
懇
談
が
行
わ
れ
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
も

注
目
し
て
い
ま

す
。10

月
16
日
に

は
、
戦
争
法
に

反
対
し
て
き
た

諸
団
体
と
日
本

共
産
党
や
民
主
、

維
新
、
社
民
、

生
活
の
野
党
５

党
が
国
会
内
で

意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続

き
、
野
党
５
党

の
呼
び
か
け
で
定
期
的
に
意
見
交
換
会
を
開
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

連
合
の
第
14
回
定
期
大
会
（
10
月
６
日
～
７
日
）
で

は
、
新
た
に
選
出
さ
れ
た
神
津
里
季
生
会
長
（
新
日

鉄
労
連
出
身
）
が
、
「
普
通
の
国
民
、
普
通
の
市
民

か
ら
『
こ
ん
な
こ
と
で
い
い
の
か
』
と
怒
り
が
わ
き

起
こ
っ
て
い
る
…
ま
と
も
な
政
治
を
自
分
た
ち
の
手

に
取
り
戻
す
」
と
、
安
保
法
案
強
行
採
決
や
労
働
法

制
改
悪
の
安
倍
政
権
を
批
判
し
て
い
ま
す
。

ま
た
討
論
で
は
、
「
安
保
関
連
法
案
は
憲
法
違
反

で
あ
り
、
断
固
反
対
し
ま
す
」
（
情
報
労
連
）
、

「
安
倍
政
権
は
…
立
憲
主
義
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、

改
憲
も
目
指
し
て
い
る
」
（
自
治
労
）
な
ど
、
戦
争

法
（
安
保
法
制
）
へ
の
批
判
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

朝
日
新
聞
の
世
論
調
査
（
10
月
20
日
付
）
で
も
、

「
野
党
は
選
挙
協
力
す
べ
き
」
48
％
、
「
そ
う
は
思

わ
な
い
」
34
％
と
、
戦
争
法
を
廃
止
す
る
た
め
に
野

党
が
協
力
す
べ
き
、
と
い
う
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

憲
法
学
者
の
小
林
節
さ
ん
は
、
「
立
憲
主
義
の
回

復
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
課
題
、
主
権
者
国
民
が
国

を
取
り
戻
す
た
た
か
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

憲
法
違
反
の
戦
争
法
を
廃
止
し
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
「
閣
議
決
定
」
を
撤
回
す
る
た
め
に
は
、

安
倍
自
公
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
み
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
実
行
す
る
政
府
を
つ
く
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も

必
要
で
す
。

「
戦
争
法
廃
止
の
国
民
連
合
政
府
」
を
実
現
す
る

カ
ギ
を
握
る
の
は
、
労
働
者
・
国
民
の
世
論
と
運
動

で
す
。

京
浜
地
区
で
も
、
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
署
名
運

動
や
、
「
戦
争
法
を
廃
止
す
る
政
府
を
つ
く
る
京
浜

の
会
」
を
つ
く
る
準
備
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
、
職

場
か
ら
の
た
た
か
い
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

列
島
を
揺
る
が
す
労
働
者
・
国
民
の
た
た
か
い
で
、

戦
争
法
廃
止
の
「
国
民
連
合
政
府
」
を
、
必
ず
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

メ
デ
ィ
ア
も
注
目
！
「
野
党
は
選
挙
協
力
す
べ
き
」
が
48
％

「京浜の高炉」
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こ
の
「
提
案
」
に
、
職
場
で
は

「
共
産
党
の
い
う
『
国
民
連
合
政
府
』
が
で
き
た

ら
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
」

「
自
民
、
公
明
は
絶
対
に
だ
め
だ
。
国
民
連
合
政

府
は
知
っ
て
い
る
よ
、
い
い
と
思
う
。
安
保
法
制
は

廃
止
す
べ
き
」

「
戦
争
を
や
っ
た
ら
地
球
が
破
滅
す
る
よ
、
そ
れ

だ
け
の
核
兵
器
が
あ
る
か
ら
ね
」

「
安
倍
政
権
を
倒
す
に
は
野
党
の
選
挙
協
力
が
必

要
で
す
ね
」

「
民
主
党
は
戦
争
法
に
こ
れ
か
ら
も
反
対
す
る
な

ら
、
野
党
（
共
産
党
）
と
一
緒
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば

だ
め
だ
」

な
ど
、
「
戦
争
は
絶
対
に
だ
め
」
「
国
民
連
合
政
府

は
必
要
」
「
野
党
は
選
挙
協
力
を
」
と
、
期
待
と
共

感
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
「
抑
止
力
は
必
要
だ
」
「
ま
さ
か
戦
争
は

し
な
い
で
し
ょ
う
」
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。

紛
争
の
軍
事
的
解
決
な
ど
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
戦
争
は
多
大
な
犠
牲
を
生
み
、
尊
い
命

を
奪
い
、
人
類
破
滅
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

戦
争
法
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
組
織
Ｉ
Ｓ
へ

の
軍
事
行
動
や
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
で
の
ア
メ
リ
カ

の
戦
争
に
、
日
本
の
自
衛
隊
が
巻
き
込
ま
れ
る
危
険

が
大
き
く
、
政
府
も
そ
れ
を
否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

職
場
で
大
き
な
期
待
と
共
感
の
声

戦争法廃止の「国民連合政府」に大きな反響

空
前
の
規
模
で
広
が
っ
た
国
民
の
反
対
運
動
と
６
割
を
超
す
世
論
に
背
い
て
、
安
倍
自
公
政

権
が
成
立
さ
せ
た
憲
法
違
反
の
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
。
日
本
共
産
党
は
、
「
戦
争
法
廃
止
と

立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
」
一
点
で
、
政
党
、
団
体
、
個
人
が
力
を
合
わ
せ
て
「
国
民
連
合
政
府
」

を
樹
立
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
「
提
案
」
が
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

戦
争
法
廃
止
の
「
国
民
連
合
政
府
」
の
実
現
を

志位委員長・岡田代表会談（しんぶん赤旗提供）


